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（論文内容の要旨） 
 
 本論文では記号的・象徴的な表現手法と、制作のテーマとしている現代社会の側面を考察しつつ、自
作品を解説した。 
 本論文は三章から構成される。第一章では、まず記号と象徴の違いについて述べた。対象との関係に
おいて、記号が双方向的な関係を持つのに対し、象徴は一方向な関係持つものとする。その上で記号的・
象徴的な表現手法を用いることで、どのような効果を得ることができるか、また、どのような調節を行
なうことができるかを、実例を挙げて解説した。本論では、記号的・象徴的な表現手法において三つの
基準（機能）を設定している。一つ目は、対象を簡潔に言い切るために、無駄な要素を省く機能であり、
いかにすっきり見せるかという視点である。この代表的な例に建築図面などが挙げられる。建築図面は
建物を建てるのに必要な要素を記号的に表し、それ以外は排除しているのである。二つ目は、社会的に
受け入れがたいテーマや描写を和らげ、受け入れられやすいものにする機能である。例えば、殺人の場
面などを表現する場合、写実的に行なうと衝撃的であるが、障子に血が飛び散るシーンで表すなど、記
号的あるいは象徴的に表現することで、受け入れやすさを調節することができる。三つ目は、意外性の
ある象徴化をすることで、面白みを出すことができる機能である。例えば、お札を燃やして灯りをとる
「成金」の風刺画には、灯りを取ってくるよりも、ポケットに入っているお札を燃やす方が手っ取り早
いという認識が窺える。ここではお札に対する常識が覆され、成金の羽振りのよさを象徴しており、意
外性のある面白みがある。 
 第二章では自作品において、現代社会のどのような側面が記号的・象徴的に表現されているかを解説
した。第一節では、食文化の変容をモチーフとした作品《レンコンに穴を空ける機械》をとり上げた。
第二節では、多くの機能が一つの機器に集約される傾向があることをモチーフにした作品《多機能》、第
三節では、薬の力で精神的な病理を改善することをモチーフとした《躁鬱ダイヤル》、第四節では、文化
が多層化して仲のよい人であっても共通の知識がまったく異なる現象をモチーフとした作品《無限１up》
を取り上げる。第五節では、かつてのヒエラルキーの崩壊と、物理的な場所の制約がなくなった社会を
誇張して表した作品《ホームレスオフィス》を挙げ、第六節では、媒体の変化がコミュニケーションに
どのような影響を与えるか、それを考えるきっかけを提示した作品《ラブレター特論》、第七節では、お
金と友情の付かず離れずの関係を記号的に提示した《友情販売機》、第八節では、身体と機械の狭間に生
じる摩擦や制約をモチーフとした作品《超小型携帯電話》と《16又マウス》をとり上げた。 
 第三章では提出作品である《分解と拡散》と《方舟》について述べ、モチーフとしている現代人の身
    
 
体感覚の変容について言及した。現代人が新たに得た身体感覚は、「心身の分解」と「仮想空間への拡散」
である。 
 医療技術の進歩等により、人間の体は部品として意識されるようになった。もちろんその進歩の行く
手を阻む課題は数多くあるが、現代人は「心臓に致命的な欠陥があっても、人工臓器や移植で改善させ
ることができる」のである。また、自分の容姿をよりよくするために、美容整形の手術を受ける人も増
え、そのような行為に対して差別的な意識を持つことは、今やほとんどなくなりつつある。また、人間
の思考や感情も科学的に解明されようとしており、一般にも注目されている。人間の心身がバラバラに
分解されているという意識を生み出すだろう。 
 一方、現代人は仮想空間への拡散という、新たな身体感覚を持つようになった。インターネットの存
在感が大きくなり、携帯端末が普及したことで、仮想空間という新たな領域が現代社会の前提として存
在することになった。これは、今まで物理的な空間のみで生活していた人類にとっては新しい領域であ
り、常に持ち歩いている携帯端末からアクセス可能ということは、自分の腕を伸ばせば即座に物理的な
空間を飛び越え、距離も重さも存在しない仮想空間に入ることができることを意味する。我々は、今日
それを当然のこととして、仮想空間に拡散していく身体感覚として捉えることができる。 
 このような「心身の分解」と「仮想空間への拡散」を自作品《分解と拡散》《方舟》でどのように記号
的・象徴的に表しているかを解説した。 
 終章では本論で論じたことのまとめと、私が作品を社会の中でどのように提示しようとしているのか
について考察した。最後にどのように鑑賞者に作品を受け止めてもらいたいかについても述べた。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 論文のメインタイトル「分解と拡散」は、医療やIT技術が発達した現代社会における「心身の分解」
と「仮想空間への拡散」を意味し、サブタイトルの「現代社会の記号化・象徴化」は、実際の制作での
方法論を示している。したがって本論文は、現代社会の先端的状況に対する筆者の認識とその作品化の
コンセプトを論述しているのだが、もうひとつの重要なポイントは、それをたとえばCGのような先端技
術によってではなく、逆に手づくり感満載の図画工作のようなアナログ手法で作品化している点にある。
難解になりそうなテーマだが、テンポよく進むわかり易い文体が、筆者のアイデアとコンセプトを明快
に伝える論述になっている。 
 まず「記号」「象徴」の語義を確認した第１章では、村上春樹の小説を引用し、日本国（Ａ）と天皇（Ｂ）
の関係を例に、「記号」は双方向（Ａ⇔Ｂ）、「象徴」は一方向（Ａ→Ｂ）の機能をもつこと。自身の制作
では、その両者を適宜採用し、そこでの効用を「わかりやすさ」「受け入れやすさ」「意外性のある面白
さ」の３点に置いていることを確認する。第２章ではそれを、過去の自作品を例に解説。「レンコンに穴
をあける機械」（2007）「多機能」（2009）「躁鬱ダイヤル」（2009）「無限１up」（2008）「ホームレスオフ
ィス」（2010）「ラブレター特論」（2008）「友情販売機」（2009）「16又マウス」（2010）「超小型携帯電話」
（2006）など、技術の発達を逆手にとったパロディ化の手法を明らかにする。空想にも実現可能にも見
えるパロディは、シリアスな現状を皮肉とも遊びともとれる微妙なラインで笑いネタに落とし込んでお
り、発想の鋭さと柔軟さが見てとれる。 
 そして第３章「分解と拡散」では、提出作品「分解と拡散」（2011）「方舟」（2010）「架空の臓器」（2011）
を中心に、現代人の「心身の分解」と「仮想空間への拡散」を、総合的にここで表わした手法とコンセ
プトが説明されている。複雑に張りめぐらされた情報回路空間の各所に臓器が配置された世界は、身体
と機械、心と情報、現実と空想が不可分に接合された未来空間のように見える。聖書からとった作品「方
舟」は、動物を積み込んだ「ノアの方舟」に対して、未来の方舟はDNAを積み込めば足りるだろうという、
聖書の更新、未来の神話である。 
    
 
 ところが最初に触れたように、筆者の作品は過去作品から提出作品にいたるまで、最先端あるいは未
来の状況を、きわめてアナログかつローテクの素材・技法で制作している。手書きの文字、油絵具、木、
紙、粘土といった素材、稚拙にも見える抑制されたリアリズムの作品は、図画工作かプラモデル、ある
いは精巧なオモチャのようにも見える。心身の分解と拡散という現代社会への認識を表現としてつなぎ
とめているのは、無心にモノをつくっていた筆者の少時の記憶と体験だったのである。 
 そのアナログの自身へのこだわりは、筆者の論文発表会にも窺われた。原稿を暗記し、身ぶり手ぶり
のパフォーマンスで話す、発表会では珍しい形態は、「分解と拡散」が自然化する現代社会を作品化しつ
つも、筆者が拠り所としているのが、自らの身体と心そのものであることを強く示唆するものだった。 
 本論文の鋭い切り込みの問題意識、それを一ひねりも二ひねりもする柔軟かつ豊かな発想力、テンポ
のよい的確な論述展開は、審査員一同の高い評価を得た。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 山口功は絵画中に疎外された現代の個人空間を描くが、不思議とそこに冷たい孤絶感はない。自分仕
様のスペックのメカにすっぽり身体を納めることの快適さ、繭の中に守られる幼児の夢、愛用の道具を
弄る暖かい手触り、そこに表現される雰囲気は飄々としながらも、なかなか深い。 
 絵画のみならず、本人の服装も含め時代の“スタイル”の提案者をしなやかに前向きに揶揄している
のが特徴である。社会生活逸脱者と見なされるホームレスの生活を個人事業オフィスとして提案したり、
友情や愛情などの湿った情念を切り売りする販売機や参考書まで彼は紹介してくれる。 
 提出作品《分解と拡散》は、一辺三メートル超の大きい絵画だ。カラフルなレトロフューチャー風味
の空間。巨大な製造プラント鳥瞰図か、集合住宅の住環境の断面図か、或いは内臓機能の模型なのか。
《方舟》はちょうど棺を思わせる大きさの立体作品。都市生活のガジェットが表面に呪術的に描かれて
いる。全世界の生物が終末に際して乗り合うノアの方舟ではなく、あくまで細分化された“個人”だけ
を別々に閉じ込め隔離しながら漂う個室舟だ。SFの夢が叶えたものはマクロ（大きさ、遠さ）の超越で
はなく、ミクロ（細かさ、多様さ）の獲得だったのか。現実なら悪夢のようにも思えるが、これがひと
りの人間に想像された絵空事にすぎず夢から覚めほっと出来るあの感じを、彼はその丁寧な手仕事で残
しておいてくれる。加えて、人間が予測してきた未来像の通りにならないズレのようなものが、作品の
人間味となってもいる。 
 中西夏之氏の「漠然と物事を捉える」という言葉に心動かされた山口は、論文中で“記号”というも
のについて、画一的で利便追求にしか向ってゆかぬ冷たい側面だけではなく、人間があらゆる不可知の
神秘や謎に対しての不安感や危機感をいかに記号で「漠然と和らげてきたのか」ということについて語
る。ユーモア、余情、洒落、といったものの余裕の中にこそ実はシリアスな文化の本質があるのかもし
れない、sssと不思議と納得させられる。 
 スピーチ中で彼が触れていた、「脳にハブを繋ぎ、夢や個人の視覚を映像化する」という現代の未来像
は想像を絶するものでありつつも、「人はそうまでして自己の機能を外面から確認したいのか」という可
笑しさにも駆られる。芸術というものはとっくに人間の夢も欲望も内面も視覚化させ、僕たちに新たな
夢を見させ続けてきたのに、と彼の絵が笑っているようにも見えた。 
 小立体の量や展示バランスなどにまだ改善の余地は見られるにしても、内的世界の広がり、社会への
飄々とした洞察力、哲学、どれをとってもオリジナルな味わいがあり、かつ知的な笑いを与えてくれる
内容を高く評価した審査結果となった。 
 
    
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 申請者は本学学部から大学院修士課程へと堅実に絵画を学び創作研究を行ってきた。後期博士課程へ
進んだ二年目に、オーストラリアのグリフィス大学との交換留学生として経験した事は、創作研究を大
きく展開する契機となった。私は、同大学を訪問した折り、申請者の線を意識したドローイングが制作
展開されている様子を見ることが出来た。帰国後は大型の絵画を制作する傍ら、同時並行的に徹底的な
手作りのオブジェ制作も行った。 
 提出論文「分解と拡散～現代社会の記号科・象徴化～」は三章構成から成り、申請者のアイデアとコ
ンセプトを明快に伝える論述となっている。第一章では、記号と象徴の違いについて述べ、第二章では
自作品において、現代社会のどのような側面が記号的・象徴的に表現されているかについて述べた。第
三章では提出作品である《分解と拡散》《架空の臓器》《方舟》について述べ、モチーフとしている現代
人の身体感覚の変容について言及した。なかでも、現代人が新たに得た身体感覚は、「心身の分解」と「仮
想空間への拡散」であり、我々は、今日それを当然のこととしているので、仮想空間に拡散していく身
体感覚として捉えることができるだろうと述べている。終章では、子供の頃から馴染みがある絵具や粘
土を使って制作する事について、現代的な媒体からの距離感が、表現としての印象を深めさせるであろ
うと述べ、鑑賞者に対しては、現代社会を広い視野で、「漠然と捉える姿勢」を持ってもらいたいと述べ
た。人間があらゆる不可知の神秘や謎に対しての不安感や危機感をいかに記号で「漠然と和らげてきた
のか」ということを気付かせてくれる。 
 申請者のアナログ表現へのこだわりは全ての面で徹底されており、特に申請者の論文発表会ではその
総集編として大変ユニークな手法で行われた。原稿を暗記し、作品の前で身ぶり手ぶりのパフォーマン
スで話し、モニター上の図解やキーワードを切り替えながらの明快でリズミカルな発表が私達を引き付
けた。 
 審査会では、これまでの一連の創作活動を踏まえて提出された申請者の論文と作品が、心身の分解と
拡散という現代社会への認識をもとに、独自の地平を切り開く表現となっており、課程博士学位を認め
るに相応しい優れたものであるという評価で全員一致した。 
 
